
令和６年度農業農村整備事業における営農構想発表会 

開催要領 

 
 

１ 主旨 

地域農業のあるべき姿、将来像を盛り込んだ営農構想について、計画初期地区の

構想作成への意気込み、樹立地区の作成に関する経験、構想への想いを発表・共有

することで、整備事業実施に向けた計画の熟度を深め、ほかの地区への波及効果を

狙う。 

 

２ 日時  令和 6(2024)年 12 月 20 日（金）14:00 ～ 16:00 

 

３ 会場  栃木県庁 本館６階大会議室２（定員 85 名） Web 併用 

 

４ 対象者  計画地区推進組織、関係市町、県関係各所、等 

 

５ 内容 

（１）営農構想発表 

  ① 計画初期地区 

・２地区：幕田西部、玉田 

・内容：地域の現状、ほ場整備を契機とした将来構想図 

・発表者：推進組織の代表者または事務局 

・発表時間：５分／地区 

※ 発表に関する講師からのアドバイス 

 

② 計画樹立地区（パネルディスカッション形式） 

・５地区：茂木、上古山、上稲葉、塚崎・田間、親園鴨内川 

・内容：自己紹介・地区概要発表後、テーマに沿ってディスカッション（ほ場

整備実施により、地域の課題等をどのように解決するのか。営農構想

作成での苦労点、良かった点。今後の予定など） 

・発表者：推進委員会の代表者 

・コーディネーター：関戸章一 氏 

・時間：60 分程度（地区概要１～２分×５地区、ディスカッション 40 分程度） 

 

（２）講演 営農構想推進（作成）のポイントについて 

（一社）全国農業改良普及支援協会 普及参事兼研修部長 関戸章一 氏 

 

  

 


